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平成２５年産稲わらの放射性物質の調査結果について，下記のとおりお知らせします。

記

１ 今年産稲わらについて

今年産の稲わらについては，調査により安全性が確認されるまで，給与等利用の自粛を要請

しておりましたが，県内における調査が終了し，稲わらの放射性物質が暫定許容値を下回っ

ていることが確認されたので，栗原市旧沢辺村を除く県内全域の今年産稲わらの給与及

び敷料，土壌改良資材としての利用が可能となりました。

栗原市旧沢辺村においては玄米の全量全袋検査を実施しており，検査が終了次第，別

途お知らせします。

なお，今回の調査結果は，平成２５年に収集する稲わらについての自粛要請の解除で

あり，平成２６年の春に収集する稲わらの取扱いについては，改めて通知します。

今年産稲わらの給与及び敷料，土壌改良資材としての利用の

自粛要請解除地域

県内全域（栗原市旧沢辺村を除く）

※栗原市旧沢辺村以外の県内全域において，玄米の放射性物質検査も全地点で食品の基

準値を下回っていることが確認されています。

２ 測定結果

裏面のとおり



平成２５年産稲わらの放射性物質測定結果

全ての測定結果で，牛用飼料の暫定許容値100ﾍﾞｸﾚﾙ/kg（水分含量80%換算）を下回りま

した。

（単位：ﾍﾞｸﾚﾙ/kg）

測定日 採取場所 放射性セシウム 備考

測定値※１

9/27 丸森町 １２

10/3 加美町 不検出

10/3 加美町 不検出

10/16 大崎市 不検出

10/18 栗原市 １７

10/18 栗原市 不検出

※１ 粗飼料の放射性セシウムの暫定許容値は100ﾍﾞｸﾚﾙ/kg（水分含量80%換算）なので，測

定値も水分含量80%へ補正した値である。

※２ 「不検出」と表記されているものは，50ﾍﾞｸﾚﾙ/kg（水分含量80%換算）以下である。た

だし，測定サンプルや測定条件により検出限界は上下することから，50ﾍﾞｸﾚﾙ/kg（水分含

量80%換算）以下でも測定値が表記される場合がある。


